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１．目的 
 ピエロは人を楽しませるべき存在であるにもかかわらず，恐怖感が抱かれやすい。

例えば，Tyson et al.（2023a）によると，ピエロは奇妙な笑顔や，非常に白い肌，奇妙

な服装といった容姿であることから不安感や嫌悪感を抱かれやすく，こうした独特の

容姿であることから感情が読み取りにくく不気味な印象も抱かれやすい。実際に，ピ

エロに関して極度に怖いと感じる人々が少数であるが存在する報告（Tyson et al., 2023b）
もある。これらのことから，ピエロに対する恐怖や不気味に関する心理学的研究が必

要である。 
 しかし，我が国においては，ピエロに対する恐怖や不気味に関する研究は筆者の確

認する限り皆無であった。これは，ピエロに対する恐怖や不気味に関する心理尺度が

存在しないためであろう。そこで，本研究ではピエロに対する恐怖や不気味について

測定する心理尺度を作成した。 
 
２．予備調査 
方法 

平均年齢 19.32 歳の（SD ＝ 1.24）の一般大学生 336 名（女性 173 名，男性 163 名）

を対象に，ピエロに対する恐怖や不気味に関する自由記述（例，「あなたのピエロのイ

メージを教えてください」，「ピエロが怖がられる理由を書いてください」）を求めた。 
 

結果と考察 
 臨床心理学を専門とする教員及び心理を専攻する大学生により，調査協力者から得

られた自由記述の回答について類似した内容を集約した。最終的に，ピエロに対する

恐怖や不気味を問う 9 項目が生成された。 
 
３．本調査 
方法 

平均年齢 19.56 歳（SD = 1.18）の一般大学生 254 名（女性 142 名，男性 112 名）を対

象に予備調査で抽出されたピエロに対する恐怖や不気味に関する 9 項目について，「1.
そうではない」と「2.どちらかといえばそうではない」，「3．どちらでもない」，「4.ど
ちらかといえばそうである」，「5.そうである」の 5 件法で回答を求めた。 

 

行いました。私たちが経験した作り方は、色とりどりのガラス棒

をバーナーで熱し、溶けだしたらステンレス製の金属棒に巻き取

って、玉を作っていく方法です（図版２）。最後に細いガラス棒を

溶かし、模様をつけて完成させます。冷却する時は空気中で冷や

すと、急激に冷やすことになり、クラックが入ってしまうため、

灰に入れてゆっくり冷やして固めていきます。 

（３）付属幼稚園造形遊び指導（「くるくる鳥づくり」） 

付属幼稚園の年中児に造形あそびの体験をしてもらう計画を

立てて、実施しました。身近な素材である、画用紙、割り箸、ビ

ニールテープなどを使用し、くるくる鳥をつくり、遊びました（図

版３）。ゼミ生 7人が 3クラスに分かれて先生役を行い、遊ぶ楽し

さを感じてもらうことを目標に取り組みました。年中児に作り方

を理解してもらうために大きな見本を作り、目で見てわかるよう

に工夫もしました。最後はテラスに出て、飛ばして遊びました。 

（４）おかざき世界子ども美術博物館での造形あそび指導（「フー

フーヒョコヒョコいきものレース」） 

 美術博物館に訪れた子どもたちを対象に、ものづくりワークシ

ョップを豊橋創造大学の加藤ゼミの方と共同で行いました。初め

て出会う、しかも年齢の違う子どもたちだったため、教え方に工

夫が必要でした。作り方の資料は、説明文を少なくし、イラスト

を多用して、子どもたちにわかりやすくして、準備しました。制

作後は、みんな楽しく遊びました（図版４）。 

 

３．４年生の卒業研究 

４年生になると、今までの学びを総括し、各自が卒業研究のテ

ーマを決めて取り組んでいきます。以下はこの２年間の先輩たち

の卒業研究のタイトルです。 

「保育カードの制作 発達に遅れがある子どもたちのために」「実

物の種子を用いた植物絵本の制作」「遊びを通して学ぶ縫い取り教

材の開発」「折り紙を使った透明積み木の制作」。 

また、学校教育コースを選んだ先輩たちは、「児童の困り感に寄り添う時計の教材づくり」

「図画工作と家庭科の教科横断的な教材の提案 マイユニホームをデザインして作ろう」

でした。 

 

４．まとめ 

今回は、筆者たちが 3年生ということもありますが、個人の卒業研究ではなく、子ども

教育学部の造形系ゼミの活動を概観する発表を行いました。子どもの造形の学びを追究し

ながら、教授することも学び、最後は自らの卒業研究を仕上げていくことがわかっていた

だけたと思います。 
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・概要 

安城学園(安城学園高校、岡崎城西高校、愛知学泉大学、愛知学泉短期大学)は、東日本大震災発

生時から、ボランティア活動を続けきた、今年は、安城学園高校、岡崎城西高校と愛知学泉大

学・愛知学泉短期大学学生会として、今まで活動してきた所で、実際に被災した人たちから、

防災について学んできた。そこで、地域と共に考える防災の大切さとその活動について報告す

る。 
・本編 
「もしも」は起こる。自然災害を前にまさかは通用しない。知識、情報、判断、行動の全てが

揃って防災である。逃げた人、逃げなかった人、逃げられなかった人がいるが、悲しみや可哀

想だけで終わらせては行けない。守るだけではなく、守り続けなければならない。 
目に見えるものだけが復興ではない。自分い出来る復興のカタチを考えなくてなならない。 
今年は、コロナ禍のために開催できなかった元禄時代から続いてきたと言われる大船渡市盛

町灯ろう七夕まつりのお手伝いにも、参加する事ができた。今回は、安城学園、岡崎城西高校

の高校生と共に系列校が一つとなって、参加した。そこで、感じ考えた地元のお祭りの役割を

防災の観点から考えてみた。 
防災に必要なものは何か。最終的には、人と人との繫り、普段からの関係性の構築が大切で

ある。そのためには色々な方法で地域と繋がる必要がある。その一つがお祭りではないだろう

か。 
お祭りの役割はなんだろうか。伝統の継承と言われる。では、伝統ってなんだろうか。災害

に纏わる事の伝承も重要であると考える。 
そこで、お祭りを開催するにあたって必要なことはなんだろう。話し合い、準備を通じて繋

がりが出来る。昔は繋がりがあったからお祭りが出来た。今はお祭りを通じて繋がりを持つ事

が必要である。 
学生フォーラムに集まった学校法人は私立である。災害・防災にかんする私立学校の役割は

何であろうか。公立の学校は避難所として指定されている。しかし、私立の学校は協定を結ば

ないと災害時に協力できない。しかし、地域の住民は水害にあった時、より高い場所を目指し

て避難しようとする。指定された避難所ではなく目の前にあるより高い建物に向かおうとする

のではないか。 
愛知学泉大学・短期大学、隣の岡崎城西高校は矢作川の液状化する地域に位置している。

この地域で見渡すと、高い建物はこの両学校が目に入いる。もしも、自分がこの地区に住ん

結果と考察 
 まず，ピエロに対する恐怖や不気味に関する 9 項目を投入した探索的因子分析を実

施した。まず因子構造の確認の分析を行った結果，カイザーガットマン基準では固有

値が，5.60，0.83 と減衰したことから 1 因子解が示された。そこで，1 因子に指定した

探索的因子分析を行った結果，全項目で高い因子負荷量が示されたことから，削除す

べき項目はないと判断した。また，内的整合性も極めて良好（α = .92）であった。さ

らに，各項目の基礎統計量を確認した結果，やや右寄りの結果を示すことがわかった。

なお，尺度全体の基礎統計量（M = 3.86:SD =0.88）に天井効果は生じていなかったこと

が分かった。以上から，同 9 項目をピエロに対する恐怖と不気味尺度（Fear And 
Creepiness Towards-Clowns: FACT - Clowns）と命名した。 

 
４．総合考察 
 本研究の目的は，本研究ではピエロに対する恐怖や不気味尺度を作成することであ

った。その結果，FACT - Clowns が作成された。今後，ピエロに対する恐怖や不気味に

関する尺度については，Tyson et al.（2023a）の OFCQ （Origin of Fear of Clowns 
Questionnaire）などが存在する。こうした既存の尺度の邦訳版を作成し，FACT-Clowns
と比較することによる妥当性の確認が今後の課題である。 
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項目
番号

項目内容 F1 h 2 M SD

6 ピエロの化粧は気味が悪い .86 .73 3.80 1.15
1 ピエロの白い顔は不気味でである .85 .72 3.89 1.11
8 ピエロの表情は変わらないので気持ち悪い .83 .70 3.61 1.24
2 ピエロの笑顔は怖い .81 .66 3.98 1.13
4 ピエロは狂気的である .77 .60 3.91 1.08
7 ピエロは何を考えているかわからない .77 .59 4.11 1.03
5 ピエロは殺人鬼のイメージがある .64 .41 3.65 1.16
3 ピエロの本当の表情は読めない .63 .39 4.26 0.85
9 ピエロには人間味がない .62 .38 3.51 1.27

Table 1
FACT-Crowns の因子分析結果
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